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南
九
州
市
頴
娃
町
で
新
茶
の
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
４
月
７
日
、
同
町
の

折
尾
一
文
さ
ん
（
64
）
の
畑
（
15
ア
ー
ル
）
で
も
、
乗
用
型
摘
採
機
２
台
で

「
ゆ
た
か
み
ど
り
」
を
約
30
分
掛
け
て
収
穫
し
ま
し
た
。
折
尾
さ
ん
は
「
い
よ

い
よ
始
ま
っ
た
。
今
年
も
消
費
者
の
た
め
に
美
味
し
い
お
茶
を
届
け
た
い
。」

と
話
し
ま
し
た
。
山
口
秀
二
Ｊ
Ａ
茶
業
セ
ン
タ
ー
指
導
員
は
「
全
体
的
に
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
色
づ
き
が
良
く
順
調
。
品
質
の
高
い
お
茶
に
期
待
が
持
て
る
。」

と
話
し
ま
し
た
。
一
番
茶
の

収
穫
は
５
月
上
旬
ま
で
続
き

ま
し
た
。
頴
娃
町
で
は
、
荒

茶
約
６
０
０
０
ト
ン
を
収
穫
、

販
売
額
70
億
円
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

南
九
州
市
茶
業

振
興
会
は
４
月
25

日
、
指
宿
市
の
指
宿

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で

新
茶
贈
呈
式
を
開
催

し
ま
し
た
。
約
50
人

が
参
加
、
茶
業
振
興

会
・
南
九
州
市
・
Ｊ

Ａ
い
ぶ
す
き
な
ど
５

団
体
が
南
九
州
市
の

新
茶
約
43
㎏
を
贈
呈

し
、
指
宿
温
泉
旅
館

事
業
協
同
組
合
・
指

宿
市
観
光
協
会
・
指

宿
商
業
高
等
学
校
な
ど
６
つ
の
団
体
が
受
領

し
ま
し
た
。
市
町
村
単
位
で
全
国
一
の
茶
園

面
積
、
荒
茶
生
産
量
を
誇
る
南
九
州
市
の
新

茶
と
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

る
観
光
地
、
指
宿
市
が
コ
ラ
ボ
し
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
中
心
に
ホ
テ
ル
や
指
宿
駅

な
ど
で
観
光
客
に
新
茶
を
振
舞
い
販
売
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。

　

瀬
川
三
郎
南
九
州
市
茶
業
振
興
会
頴
娃
支

部
長
は
「
全
国
を
リ
ー
ド
す
る
茶
産
地
、
南

九
州
市
と
温
泉
な
ど
の
観
光
資
源
が
豊
富
な

指
宿
市
が
連
携
し
、
観
光
客
に
癒
し
を
届
け
た
い
。」
と
話
し
ま
し

た
。
贈
呈
式
前
に
は
各
ホ
テ
ル
、
旅
館
の
新
人
社
員
約
40
人
が
「
美

味
し
い
お
茶
の
淹
れ
方
教
室
」
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
、
観
光
客
を

も
て
な
す
た
め
の
作
法
を
学
び
ま
し
た
。

一番茶の収穫風景

新茶を贈呈する瀬川茶業振興会頴娃支部長（左）

美味しいお茶の淹れ方教室

新
茶
シ
ー
ズ
ン
到
来

会
・
南
九
州
市
・
Ｊ

Ａ
い
ぶ
す
き
な
ど
５

団
体
が
南
九
州
市
の

新
茶
約

し
、
指
宿
温
泉
旅
館

事
業
協
同
組
合
・
指

宿
市
観
光
協
会
・
指

宿
商
業
高
等
学
校
な
ど
６
つ
の
団
体
が
受
領

し
ま
し
た
。
市
町
村
単
位
で
全
国
一
の
茶
園

面
積
、
荒
茶
生
産
量
を
誇
る
南
九
州
市
の
新

茶
と
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

る
観
光
地
、
指
宿
市
が
コ
ラ
ボ
し
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
中
心
に
ホ
テ
ル
や
指
宿
駅

な
ど
で
観
光
客
に
新
茶
を
振
舞
い
販
売
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。

　

瀬
川
三
郎
南
九
州
市
茶
業
振
興
会
頴
娃
支

部
長
は
「
全
国
を
リ
ー
ド
す
る
茶
産
地
、
南

九
州
市
と
温
泉
な
ど
の
観
光
資
源
が
豊
富
な

指
宿
市
が
連
携
し
、
観
光
客
に
癒
し
を
届
け
た
い
。」
と
話
し
ま
し

た
。
贈
呈
式
前
に
は
各
ホ
テ
ル
、
旅
館
の
新
人
社
員
約

味
し
い
お
茶
の
淹
れ
方
教
室
」
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
、
観
光
客
を

も
て
な
す
た
め
の
作
法
を
学
び
ま
し
た
。

南九州市新茶贈呈式
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指
宿
市
山
川
地
区
の
徳
光
で
「
徳
光
ス
イ
カ
」
が
収
穫
の

季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
同
地
区
で
ス
イ
カ
を
ハ
ウ
ス
19
ア
ー

ル
、
ト
ン
ネ
ル
32
ア
ー
ル
を
栽
培
す
る
西
村 

晋す
す
むさ
ん
（
36
）

も
５
月
５
日
・
６
日
の
２
日
間
で
合
計
約
３
０
０
玉
の
ス

イ
カ
を
初
収
穫
、
母
親
と
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
、
Ｊ
Ａ
選

果
場
に
運
び
入
れ
ま
し
た
。
西
村
さ
ん
は
「
初
収
穫
に
は
特

別
な
喜
び
が
あ
る
。
今
年
も
大
き
く
て
甘
い
ス
イ
カ
が
で
き

た
。
先
輩
方
の
伝
統
を
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
行
き
た
い
。」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。
前
田
満
穂
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
は

「
初
出
荷
の
時
期
は
例
年
通

り
。
今
年
は
天
候
が
良
く
、

日
照
量
が
多
か
っ
た
の
で

良
い
味
に
仕
上
が
っ
て
い

る
。」
と
話
し
ま
し
た
。
同

地
区
の
畑
は
、
開
聞
岳
の

噴
火
か
ら
で
き
た
レ
キ
土

壌
で
で
き
て
お
り
、
排
水

が
良
く
、
糖
度
の
高
い
美

味
し
い
ス
イ
カ
の
産
地
と

な
っ
て
お
り
、
市
場
で
も

「
徳
光
ス
イ
カ
」
は
有
名
で

す
。
Ｊ
Ａ
で
は
２
０
１
４

年
度
、
部
会
生
産
者
１
２

人
、
面
積
６
１
０
ア
ー
ル
、

２
５
０
０
０
玉
の
出
荷
量

を
計
画
、
出
荷
は
７
月
上

旬
ま
で
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
で
は
指
宿
市
立
徳
光
小
学
校
で
、
地
域
の
特
産
品
で
あ
る

「
徳
光
ス
イ
カ
」
の
栽
培
を
農
家
と
一
緒
に
行
う
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
を
開
校
し

て
い
ま
す
。
４
月
15
日
に
開
催
し
た
第
２
回
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
で
は
、
３
月
19

日
に
定
植
し
た
ス
イ
カ
の
苗
が
育
ち
、
整
枝
誘
引
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
地
元

の
県
立
山
川
高
校
の
生
徒
、
生
産
者
ら
が
３
年
・
４
年
生
の
児
童
に
サ
ポ
ー
ト

で
付
い
て
、
揃
っ
た
ツ
ル
を
３
本
残
し
、
脇
芽
を
取
り
除
く
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
４
年
生
の
篠
原
春は
る

優や

君
は
「
雄
花
と
雌
花
を
見
分
け
る
の
が
難
し
か
っ

た
け
ど
、
教
え
て
頂
き
、
作
業
が
で
き
た
。
ス
イ
カ
が
大
き
く
な
る
の
が
楽
し

み
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　

一
緒
に
作
業
を
行
っ
た
生
産
者
は
「
小
学
生
と
ふ
れ
あ
い
も
出
来
て
楽
し
い
。

山
川
高
校
の
生
徒
も
頼
も
し
く
、

ぜ
ひ
将
来
の
後
継
者
に
育
っ
て

欲
し
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

丁寧にスイカを積み込む西村さん親子

「徳光スイカ」初出荷

指導を受けて作業を行う児童

第
２
回
徳
光
小
学
校
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
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Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
は
４
月

21
日
、
２
０
１
４
年
度
第

１
回
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
肉
牛

枝
肉
共
進
会
及
び
研
修
会

を
南
九
州
市
の
㈱
Ｊ
Ａ

食
肉
か
ご
し
ま
南
薩
工

場
で
開
催
し
ま
し
た
。
生

産
者
・
関
係
機
関
・
Ｊ
Ａ

な
ど
約
50
人
が
参
加
、
生

産
者
か
ら
38
頭
の
肉
牛
が

出
品
さ
れ
ま
し
た
。
４
等

級
以
上
率
は
、
92
・
１
％
、

枝
肉
重
量
・
ロ
ー
ス
芯
の

大
き
い
も
の
が
多
く
、
平

均
枝
肉
重
量
は
５
０
２
・
３

キ
ロ
グ
ラ
ム
、
ロ
ー
ス
芯
面
積
62
・
０
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
バ

ラ
の
厚
さ
8.1
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
皮
下
脂
肪
2.9
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

脂
肪
交
雑
7.7
で
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
南
薩
家
畜
保
健
衛
生
所
の
今
藤
豊
重
防
疫
課
長
が

「
防
疫
体
制
」
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
、
参
加
者
は
悪
性
伝
染
病
の

発
生
状
況
の
把
握
、
飼
養
管
理
基
準
の
遵
守
に
よ
る
病
気
の
侵
入
防

止
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

共
進
会
の
成
績
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　ＪＡ山川総合支所大山支所の肝付洋平、中村沙
さ

耶
や

職員が４月23日、指宿警察より署長感謝状を受けま
した。４月４日、大山支所を訪れた80代の女性が口
座から1100万円を引き出すのを不審に思い、女性の
話を聞いて警察に通報、高齢者などに対して電話で
指示し、宅配などで大金を送らせる詐欺を未然に防
止しました。西迫忠憲信用担当常務は「職員の迅速
な対応により被害を防止することができた。今後も
高齢者などへの声掛け、警察への通報の徹底を図り
ます。」と話しました。

（写真左から）中村職員・西迫常務・肝付職員 　管内で日本一の生産量を誇るオクラの収穫が始
まっています。ハウスオクラの出荷は４月４日よ
り始まり、生産者が温度や水分管理に細心の注意
をはらい出荷につながりました。ハウスオクラに
続きトンネルオクラの出荷は５月下旬からの見込
みで、これから夏場の猛暑の中、朝早くから収穫
作業が続くことになり、オクラの肥培管理とあわ
せて体調管理も十分に行いながら作業を行います。
　本年度の管内のオクラは共販計画で、面積107
ヘクタール、数量1955トン、金額15億円を計画し
ています。

ハウスでオクラを収穫する生産者

大山支所職員が警察署より感謝状を受ける ハウスオクラの出荷が始まる

　

Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
は
４
月

21
日
、
２
０
１
４
年
度
第

１
回
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
肉
牛

枝
肉
共
進
会
及
び
研
修
会

を
南
九
州
市
の
㈱
Ｊ
Ａ

食
肉
か
ご
し
ま
南
薩
工

場
で
開
催
し
ま
し
た
。
生

産
者
・
関
係
機
関
・
Ｊ
Ａ

な
ど
約

産
者
か
ら

出
品
さ
れ
ま
し
た
。
４
等

級
以
上
率
は
、

枝
肉
重
量
・
ロ
ー
ス
芯
の

大
き
い
も
の
が
多
く
、
平

均
枝
肉
重
量
は
５
０
２
・
３

キ
ロ
グ
ラ
ム
、
ロ
ー
ス
芯
面
積

ラ
の
厚
さ

脂
肪
交
雑

　

研
修
会
で
は
、
南
薩
家
畜
保
健
衛
生
所
の
今
藤
豊
重
防
疫
課
長
が

「
防
疫
体
制
」
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
、
参
加
者
は
悪
性
伝
染
病
の

発
生
状
況
の
把
握
、
飼
養
管
理
基
準
の
遵
守
に
よ
る
病
気
の
侵
入
防

止
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

共
進
会
の
成
績
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

2014年度第１回ＪＡいぶすき肉牛枝肉共進会

１席に輝いた㈲西元ファーム

一
席　

㈲
西
元
フ
ァ
ー
ム

二
席　

中
村
清
美

三
席　

東
川
勝
広

マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
賞　

㈲
西
元
フ
ァ
ー
ム
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2014年度新採用職員・2013年度中途採用職員紹介
①所属先　②抱負

門
田　

侑
也

（
か
ど
た
　
ゆ
う
や
）

帖
地　

究

（
ち
ょ
う
ち
　
き
わ
む
）

井
上　

由
貴

（
い
の
う
え
　
ゆ
き
）

新
屋　

早
未

（
し
ん
や
　
は
や
み
）

白
澤　

和
馬

（
し
ら
さ
わ
　
か
ず
ま
）

山
脇　

美
穂

（
や
ま
わ
き
　
み
ほ
）

冨
松　

愛
美

（
と
み
ま
つ
　
あ
い
み
）

山
下　

正
行

（
や
ま
し
た
　
ま
さ
ゆ
き
）

田
尻　

明
日
香

（
た
じ
り
　
あ
す
か
）

原　

佑
一

（
は
ら
　
ゆ
う
い
ち
）

樋
園　

歩
美

（
て
ぞ
の
　
あ
ゆ
み
）

岩
元　

勇
之
介

（
い
わ
も
と
　
ゆ
う
の
す
け
）

長
野　

加
奈

（
な
が
の
　
か
な
）

下
西
ノ
園　

ま
ゆ
み

（
し
も
に
し
の
そ
の
　
ま
ゆ
み
）

川
畑　

祐
太

（
か
わ
ば
た
　
ゆ
う
た
）

愛
野　

大
海

（
あ
い
の
　
ひ
ろ
う
み
）

①山川総合支所・大山支所
　（貸出担当）
②社会人としての自覚をしっか
り持ち、一日でも早く仕事を
覚え、自分らしさを大切にし
て明るく元気に頑張ります。

①指宿総合支所・販売課
②笑顔で明るく、組合員・地域
の皆様に貢献出来るように努
力しますので、よろしくお願
いします。

①開聞総合支所・開聞中央支所
　（金融共済窓口担当）
②日々努力し、地域の皆様へ貢
献出来るように頑張りますの
で、よろしくお願いします。

①指宿総合支所・中部支所
　（金融共済窓口担当）
②何事にも責任感を持ち、組合
員・地域住民に貢献出来るよ
うに、日々の笑顔を絶やさず
に頑張ります。

①本所・農産部営農課
　（指導担当）
②社会人らしく自分の行動に責
任を持ち、笑顔で頑張りま
す。

①えい総合支所・えい中央支所
　（金融共済窓口担当）
②どんな時も笑顔を絶やさず、
一日でも早く仕事を覚え、責
任感を持って頑張ります。

①本所・共済部共済普及課
②笑顔を忘れず、地域住民の皆
様に貢献出来るように頑張り
ます。

①本所・茶業センター販売促進課
②組合員・地域住民の皆様が満
足出来るサービスを提供する
ため、自分の出来ることを
しっかりとこなし、それを少
しずつ増やしていきます。

①喜入総合支所・喜入支所
　（金融共済窓口担当）
②仕事を一日でも早く覚え、一
つ一つの行動に責任を持ち、
笑顔で元気よく頑張ります。

①本所・農産部営農課
②社会人としての自覚を持ち、
一生懸命仕事に取り組み、地
域社会に貢献出来るように頑
張ります。

①指宿総合支所・中部支所
　（管理共済担当）
②一つ一つの仕事に責任を持
ち、一日でも早く仕事に慣れ
るよう頑張ります。よろしく
お願いいたします。

①喜入総合支所・喜入支所
　（購買担当）
②自分に任された仕事に対し責
任を持って取り組みます。
日々の努力を怠らずに全力で
頑張ります。

①本所・購買部購買企画課
　（生活担当）
②明るい表情と元気な返事を絶
やさず、仕事で関わる全ての
人とコミュニケーションを取
りながら頑張ります。

①山川総合支所・成川支所
　（金融共済窓口担当）
②大きな声でハキハキと笑顔で
接すること、責任感を強く持
つことを心掛けて仕事に取り
組みます。

①指宿総合支所・購買課
②一つ一つの仕事に責任を持
ち、組合員に信頼されるよう
に、日々努力して参ります。

①本所・農産部営農課
　観葉センター
②笑顔で明るく組合員・地域住
民の皆様へ貢献出来るよう
に、精一杯頑張ります。
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Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
指
宿
地

区
女
性
部
は
４
月
17
日
、

指
宿
市
の
な
の
は
な
館
で

女
性
部
の
つ
ど
い
及
び
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
指
宿
地

区
女
性
部
員
・
Ｊ
Ａ
役
職

員
な
ど
１
０
５
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
澤
山
和
子
指

宿
支
部
女
性
部
長
は
「
仕

事
・
農
作
業
な
ど
日
頃
の

疲
れ
を
忘
れ
て
、
楽
し
く

プ
レ
ー
し
ま
し
ょ
う
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
女
性
部
は
４
月
４
日
、
指
宿
市
の
開
聞
総

合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
、
第
21
回
通
常
総
会
を
開
催
、

女
性
部
員
85
人
、
委
任
状
47
人
、
役
職
員
28
人
が
出
席
し

「
２
０
１
３
年
度
活
動
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
書
の
承
認
に

つ
い
て
」
な
ど
４
つ
の
議
案
全
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
役

員
改
選
の
議
案
も
承
認
さ
れ
、
山
川
地
区
の
田
之
頭
淳
子
さ

ん
が
新
女
性
部
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
田
之
頭
さ
ん
は
「
女

性
部
全
体
で
活
動
を
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
。」
と
抱
負
を

語
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
、
ヨ
ガ

な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
あ
る
女
性
大
学
「
な
ご
み
」
の
開

校
、
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
な
ど
様
々
な
企
画
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

指宿地区女性部のつどい及びグラウンドゴルフ大会

第21回女性部通常総会

挨拶する田之頭さん（写真右）

榊　のり子さん

グラウンドゴルフ大会の様子

安山　美子さん中川路　あさ子さん

優勝2位3位
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Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
青
年
部
指

宿
支
部
は
４
月
20
日
、
指
宿

小
学
校
の
児
童
ら
を
対
象
に

田
植
え
体
験
を
実
施
し
ま
し

た
。
親
子
一
緒
で
の
参
加
で
、

青
年
部
員
を
合
わ
せ
て
56
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
青
年
部
員
や
Ｊ
Ａ
指
導

員
の
指
導
を
聞
き
な
が
ら
、

１
本
１
本
丁
寧
に
苗
を
植
え

ま
し
た
。

　

児
童
は
初
め
、
裸
足
の
感

触
に
慣
れ
な
い
様
子
で
し
た

が
、
だ
ん
だ
ん
楽
し
そ
う
に

笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
乗
用
型
田
植
機
の
試
乗
体
験
も
行
わ
れ
、
児
童

は
初
め
て
の
体
験
に
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
の
保
護

者
は
「
親
子
で
な
か
な
か

体
験
で
き
る
こ
と
で
は
な

い
の
で
、
貴
重
な
良
い
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。」

と
話
し
ま
し
た
。
青
年
部

で
は
今
後
、
８
月
に
稲
刈

り
体
験
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
花
き
部
会

協
議
会
は
４
月
25
日
、
南
九

州
市
頴
娃
町
の
近
代
化
セ
ン

タ
ー
で
花
き
品
評
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
管
内
か
ら
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
プ
レ
ー
菊
、

洋
花
の
３
部
門
に
生
産
者
９

人
が
合
計
39
点
を
出
品
、
フ

ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
・
市
場
・

行
政
・
Ｊ
Ａ
関
係
者
の
審
査

員
が
色
・
形
な
ど
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。
鹿
児
島
園

芸
市
場
の
福
一 

拓
係
長
は

「
全
体
的
に
高
い
レ
ベ
ル
で

審
査
も
難
し
か
っ
た
。
今
後

も
高
品
質
の
花
の
生
産
を
お

願
い
し
た
い
。」
と
講
評
し
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
以
下
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

親子で田植え体験 ＪＡ青年部指宿支部アグリスクール

ＪＡいぶすき花き部会花き品評会

色鮮やかな花が出品された品評会

親子で実施した田植え

○
ス
プ
レ
ー
菊

　

金
賞　

濵
田　

竜
典
（
品
種
ゼ
ン
ブ
ラ
ラ
イ
ム
）

　

銀
賞　

西
田　

義
哲
（
品
種
セ
イ
エ
ル
ザ
）

　

銅
賞　

濵
田　

竜
典
（
品
種
マ
テ
ィ
ス
）

○
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

金
賞　

田
中　
　

司
（
品
種
ラ
ス
カ
ル
グ
リ
ー
ン
）

　

銀
賞　

徳
川
マ
ウ
ロ
（
品
種
ミ
ュ
ー
ル
）

　

銅
賞　

永
谷　

保
澄
（
品
種
セ
リ
ス
ア
メ
リ
）

○
洋
花

　

金
賞　

新
留　

寿
隆
（
品
種
ス
タ
ー
チ
ス
）



JAいぶすき

2014.5
8

　指宿市立開聞小学校は、４月22日に田植えを行
いました。毎年５年生が早期水稲栽培を行ってお
り、今回は生産者の今福重友さんが、植付けを指
導、児童は冷たい水の中で、泥だらけになりなが
らも苗を１ヶ所に２、３本ずつ丁寧に植えていま
した。
　今福さんは「この株からどのくらいのお米が取
れるか、よく観察をして、楽しみにしていて下さ
い。」と児童に話しました。５月には水田にアイ
ガモを離し、収穫したお米は、給食で食べられる
ほかバザーでも販売される予定です。

　ＪＡは４月７日、指宿市のＪＡ開聞集荷場で春バ
レイショの出荷説明会を開催しました。生産者、Ｊ
Ａ職員など約30人が参加、収穫適期の目安、収穫遅
れによる品質低下の注意などについて確認しました。
　出荷ピークは４月14日から22日ごろで、小濵省吾
販売課長は「品質・収量とも良好。生産者のために
高値販売に努める。」と話しました。栽培品種はニ
シユタカ８割、メークイン２割。ＪＡ開聞野菜部会
のバレイショ部会員は約40人。事業計画で栽培面積
10ヘクタール、出荷量250トンを計画しています。

　管内のカボチャ圃場では、２月中旬から植え付
け、整枝誘引を行いながら４月上旬より交配が始
まり、中旬にはピークとなりました。部会は、交
配作業が間違いなく出来るように毎年ミツバチ巣
箱を養蜂業者に依頼し、かぼちゃ圃場周辺に設置
しています。面積の多い生産者や高齢者から喜ば
れており、本年も開花時期に合わせて設置しまし
た。ＪＡの担当者指導員は「ミツバチの働きも良
く、順調に交配をしているようだ。生産者の助け
になれば有りがたい。」と話しました。５月末頃
には出荷が始まる予定です。

苗を丁寧に植える児童

出荷の目安などについて確認する生産者

巣箱を確認する指導員

　管内の鹿児島市喜入地区「アグリタウン喜入」
のこまつなが、かごしまの農林水産物認証（Ｋ -
ＧＡＰ）を平成26年度産も取得しました。平成22
年度から取得し、今回で５回目の取得です。
　永野和弘アグリタウン喜入組合長は「今後も安
心・安全を心がけて、消費者に美味しいこまつな
を提供して行きたいです。」と話しました。アグ
リタウン喜入では2014年度、３戸の生産者が面積
約90アール、31トンを計画しています。

県認証を再取得したこまつな

開聞小学校田植え

春バレイショ出荷説明会

巣箱を確認する指導員

カボチャ受粉用のミツバチ巣箱設置

こまつな県認証再取得
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　えい新茶・大野岳マラソン大会実行委員会は南
九州市頴娃町で、第 26 回えい新茶・大野岳マラ
ソン大会を開催しました。フル登山コース（18
ｋｍ）、さわやかコース（５ｋｍ）、らくらくコー
ス（３ｋｍ）の３種目に合計 1369 人がエントリー、
参加者は新茶の香りが漂う陽春の南薩路を駆け抜
けました。
　ＪＡいぶすきも青年部や地区職員などが中心と
なり、大会をサポート、えい新茶の試飲販売、地
元青年部がつくった新鮮な農作物、花の販売など
で大会を盛り上げました。

　第21回ＪＡいぶすき通常総代会を５月27日（火）、
南九州市頴娃町の頴娃文化会館で開催いたします。
総代会は、組合員の代表である総代の皆様が出席し、
平成 25 年度の事業報告・平成 26 年度の事業計画な
どについて審議されます。

　ＪＡいぶすき青年部は４月 24 日、南九州市頴
娃町で第 21 回青年部通常総会を開催しました。
青年部員・ＪＡ役職員など約 30 名が参加、第１
号議案「平成 25 年度活動報告並びに収支決算書
の承認について」など４つの議案全てを承認しま
した。田原隆太青年部長は「１年目で慣れないこ
ともあったが、部員・女性部の協力で活動するこ
とができた。今後も活動の幅を広げて行きたい。」
と話しました。

農産物なども販売した大会会場

昨年の第20回通常総代会の様子

ＪＡ青年組織綱領を唱和する部員

　ＪＡ・地区農機技術指導員協議会・県経済連は４
月25日・26日の２日間、南さつま市で第30回南薩ブ
ロック農業機械展示会を開催しました。２日間合計
でＪＡいぶすき管内は260人の来場者、7190万円の
売上となりました。会場内には大型トラクター・小
型管理機・農薬噴霧機など様々な機械が並びました。
農業機械以外にも農薬の販売も行われ、多くの来場
者が訪れていました。

様々な機械が並んだ展示会場

第26回えい新茶・大野岳マラソン大会

通常総代会のお知らせ

第21回ＪＡいぶすき青年部通常総会

南薩ブロック農業機械大展示会
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（
平
成
26
年
3
月
１
日
〜

平
成
26
年
3
月
30
日
）

お
く
や
み（
敬
称
略
）

【
喜
入
】　

高　

崎　

美
佐
枝　

（
55
）

池　

上　

善　

也　

（
84
）

川　

畑　

チ　

エ　

（
89
）

川　

原　

ツ　

ル　

（
90
）

增　

永　
　
　

健　

（
85
）

仮　

屋　

ユ　

ミ　

（
89
）

濵　

園　

鶴　

雄　

（
98
）

松　

山　

清　

隆　

（
85
）

【
指
宿
】　

坂　

上　

フ
ヂ
ヱ　

（
87
）

井　

上　

美
智
子　

（
83
）

【
山
川
】　

樋　

渡　

裕　

二　

（
48
）

中　

村　

章　

人　

（
57
）

福　

村　

フ
ヂ
エ　

（
81
）

山　

上　

ト　

ミ　

（
91
）

内　

村　

ナ
ミ
ノ　

（
85
）

大　

川　

ミ　

エ　

（
101
）

西　

口　

マ
ス
子　

（
89
）

東　

畑　

フ
サ
子　

（
85
）

西　

村　

伊
勢
吉　

（
85
）

福　

永　
　
　

恵　

（
83
）

川　

畑　

幸　

秀　

（
92
）

迫　

田　

タ
ミ
エ　

（
83
）

【
開
聞
】　

松　

元　

久　

輝　

（
91
）

今　

井　

エ　

ダ　

（
105
）

鶴　

本　
　
　

学　

（
82
）

住　

吉　

フ　

ミ　

（
101
）

室　

屋　

久　

美　

（
63
）

番　

匠　

正　

義　

（
86
）

野　

口　

キ　

ミ　

（
93
）

上　

村　

正　

義　

（
82
）

松　

山　

ム　

子　

（
101
）

前　

村　

喜　

盛　

（
89
）

【
頴
娃
】　

中　

村　

カ　

ヨ　

（
89
）

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を

　
　

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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平
成
26
年
４
月
18
日
、
第
２
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
次

の
通
り
協
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
協
議
内
容
】

○
全
国
監
査
機
構（
期
中
監
査
Ⅲ
）の
監
査
回
答
書（
案
）に
つ
い
て

○
全
国
監
査
機
構（
期
末
監
査
Ⅱ
）に
よ
る
監
査
結
果
に
つ
い
て

○
平
成
26
年
度
事
業
計
画（
修
正
計
画
）に
つ
い
て

○
第
８
次
中
期
３
か
年
計
画（
修
正
計
画
）に
つ
い
て

○
第
21
回
通
常
総
代
会
資
料（
案
）に
つ
い
て

　

平
成
26
年
４
月
28
日
、
第
３
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
次

の
通
り
協
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
協
議
内
容
】

○
第
21
回
通
常
総
代
会
の
招
集
手
続（
案
）に
つ
い
て

《
第
21
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案
》

○
（
第
６
号
議
案
）外
部
に
対
す
る
出
資
・
出
え
ん
の
引
受
け
に
つ
い
て

○
（
第
７
号
議
案
）定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

○
（
第
８
号
議
案
）定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

○
（
第
９
号
議
案
）規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

○
（
第
10
号
議
案
）役
員
の
選
任
に
つ
い
て

○
平
成
25
年
度
部
門
別
損
益
計
算
書
及
び
年
次
改
善
計
画
書
に
つ
い
て

○
財
務
改
善
計
画
書
の
平
成
25
年
度
末
実
績
報
告
に
つ
い
て

○
業
務
外
固
定
資
産
取
得
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　

他

【
報
告
事
項
】

・
独
立
監
査
法
人
の
監
査
報
告
書
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
末
監
事
監
査
報
告
書
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

・
自
主
検
査
実
施
状
況
に
つ
い
て

・
総
合
支
所
・
支
所
へ
の
巡
回
指
導
の
強
化（
５
月
分
）に
つ
い
て

・
平
成
26
年
３
月
末
実
績
に
つ
い
て

・
農
政
協
議
会
幹
事
会
・
農
政
協
議
会
の
開
催
に
つ
い
て

・
地
区
座
談
会
の
対
応
に
つ
い
て

・
第
21
回
通
常
総
代
会
の
対
応
に
つ
い
て

・
平
成
26
年
度
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
弱
冷
房
化
及
び
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
取
組
み
に
つ
い
て

・
購
買
未
収
金
の
報
告
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

他

理
事
会
だ
よ
り

理
事
会
だ
よ
り

表紙の写真
　４月25日、指宿ロイヤルホテルで
南九州市新茶贈呈式が開催されまし
た。南九州市の新茶と指宿市の観光
が一体となって訪れる観光客に癒し
を提供することを確認しました。

お詫びと訂正
広報誌なのはな４月号（№181）におきまして
誤りがありました。正しくは以下の通りです。
１１ページ３段目
（誤）本郷経済連会長
（正）北郷経済連会長
　読者の皆様ならびに関係各位にご迷惑
をお掛けしましたことをお詫びするとと
もに、ここに訂正させて頂きます。

黎
明
短
歌
会
指
宿
支
部

一　

花
冷
え
の
夕
方
訪
い
し
人
あ
り
て
台
湾
の
旅
を
あ

つ
く
語
り
ぬ 

吉
田　

知
佐
子

二　

下
り
て
は
登
る
険
し
き
佐
多
の
旅
灯
台
目
指
し
余

力
を
し
ぼ
る 

上
西
園　

ふ
じ
え

三　

バ
ス
中
も
経
を
唱
え
る
遍
路
た
び
車
窓
の
さ
く
ら

に
誰
も
気
づ
か
ず 

辰
野　

千
鶴
子

四　

自
販
機
の
コ
ー
ヒ
ー
手
渡
す
寸
暇
さ
へ
待
て
ず
に

子
等
は
京
へ
と
旅
発
つ 

川
畑　

信
子

五　

出
水
の
空
遠
く
帰
り
て
行
く
鶴
の
何
の
お
き
て
か

列
を
乱
さ
ず 

片
野
田　

道
子

六　

山
す
そ
に
田
植
え
さ
れ
た
り
懐
か
し
む
ま
ぶ
た
の

我
が
里
田
園
地
帯 

柚
木
﨑　

イ
ツ
子

七　

就
職
を
せ
し
飼
い
主
を
捜
し
お
り
悲
し
げ
な
犬
に

わ
が
胸
い
た
む 

吉
元　

美
知
子

八　

病
い
癒
え
し
ホ
ー
ム
の
母
と
添
う
道
に
今
日
の
面

持
ち
は
ず
む
桜
花 

吉
永　

多
美
子

九　

な
る
ほ
ど
な
今
日
は
穀
雨
か
屋
根
た
た
く
音
も
軽

や
か
も
う
ひ
と
眠
り 

外
薗　

隆

十　

五
十
年
ぶ
り
に
再
会
せ
る
友
と
固
き
握
手
は
解
く

こ
と
知
ら
ず 

片
野
田　

健
一

四
月
歌
会
詠
草
（
題
詠　

旅
立
ち
・
出
発
）

平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
四
日
（
木
）　

丹
波
地
区
公
民
館

編
集
後
記

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
終

わ
り
、
そ
ろ
そ
ろ
衣
替
え
の
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
指
宿
市
で

は
４
月
29
日
、
ア
ロ
ハ
宣
言
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ア
ロ
ハ
シ
ャ

ツ
を
着
用
し

て
、
明
る
い
雰

囲
気
で
仕
事
を

し
た
い
と
思
い

ま
す
。
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